
1 

 

CONTENTS 
-熊本地震緊急支援 「ボラセンの運営」 

-ボランティア受け入れ施設インタビュー 

-避難所等で「ホットク」の炊き出し 

-ネパール地震 被災した中学校を再建 

-エクアドル地震 家屋の修理用資材配布 

-支援事例のご紹介 

-STAND US キャンペーンご報告 

-ヨナスクールの中等教育校舎が完成 

-ボランティア川柳入賞作品のご紹介 

-第四回ちびっこおえかきコンテスト 

-グッドギフトで届く、支援という名のギフト 

-お家に眠るお宝で支援『お宝ギフト』 

-夏休み！学生ボランティアさんが大活躍 

-発行遅延のお詫び 

 



2 

 

熊本地震緊急支援「ボラセンの運営」 

国内事業 

4月14日に熊本県で発生したマグニチュード6.5(最大震度7) の地震以降、

熊本県から大分県にかけて大規模な地震が続きました。グッドネーバー

ズ・ジャパンは、4月16日午前1時25分に発生したマグニチュード7.3の地

震を受け、緊急支援を決定しました。まずは緊急支援チームを現地へ派遣

し、4月24日より熊本県南阿蘇村において、被災者支援活動を開始、10月

末までの予定で現地で活動を続けています。 

ボラセン本部で勤務するスタッフ(奥) 

南阿蘇村での調査の結果、NPOの個別の支援活動よりも、ボラセンのよう

な地域に根差した組織の組織強化が将来的な復興のために求められている

と判断し、スタッフ2名を派遣して南阿蘇村の災害ボランティアセンターで

コーディネーション業務を担う、という支援の形を開始しました。 

引き続き行わなければなりません。 

南阿蘇村災害ボランティアセンターも同様で、行政や他県の社会福祉協議会からの派遣人材は1週間未満

で入れ替わり、その度に情報が失われ運営が安定しないという問題を抱えていたため、長期で常駐する

中核人材が必要とされていました。 

災害ボランティアセンターとは 
災害発生時に、被災者や避難所のニーズとボランティアをマッチングし、

ボランティア派遣を行う災害ボランティアセンター(通称「ボラセン」）。 

通常、地元の社会福祉協議会などで構成されていますが、今回のような大

規模災害では、深刻な人手不足に陥ることがあります。ボランティアセン

ターのスタッフ自身も被災者であるうえに、膨大な作業を抱え通常業務も

ボランティアを派遣した避難所 

家が片付き、晴れやかな笑顔 

被害の大きかった阿蘇大橋周辺 

※南阿蘇村災害ボランティアセンターは、7月1日から生活復興支援ボランティアセンターに名称変更 

※本事業はジャパン・プラットフォームの助成を受けています 

ボラセンの活動内容 

災害発生直後は、避難所の炊き出しや支援物資の仕分作業、5月の大型連休

以降は個人宅の片づけや二次避難所への引っ越し作業といったボランティ

アを募集・派遣しました。 

例えば5月21日には31件のボランティア派遣依頼があり、129名のボラン

ティアが活動しました。その内のひとつ、清掃のボランティアを依頼した

南阿蘇村のあるお宅は、85歳になる女性の一人暮らしでした。 

「震災直後は何もかも落っこちていたけど、ここ数日孫達が片付けに来て

くれて今日はボランティアさんも来てくれてだいぶ片付いた。皆さん仕事

もある中来てくれて本当にありがたい。」 

ボランティア5～6名が、落ちた屋根瓦や壊れた家具を撤去し、きれいに掃

除をした後、最後には笑顔も見せてくれました。ボランティアによる支援

は、被災家屋の片付け等だけはなく、人と人とのふれあいを通して被災者

の方が励まされるという効果もあります。 

ボランティアの活動場所を決める作業 

個人宅の清掃をするボランティア 
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避難所等で「ホットク」の炊き出し 

グッドネーバーズ・ジャパンは6月24日～26日、東京などでホットクの

お店を持つ、ジョンノホットク様にご協力いただき、益城町など熊本県

の4カ所の避難所で、ホットク1,150食を提供しました。 

ホットクは日本の「おやき」のような韓国のスナックです。今回餡は、

はちみつ/チーズ/あんこ/キムチ味の餡を用意し、避難生活を送ってい

らっしゃる方々に、いつもと違った食事をお楽しみいただきました。 

当初、「高齢者の方も多い避難所で、ホットクのような日本人に馴染み

の薄いメニューが受け入れられるだろうか」という不安もありました

が、炊き出しの日には行列ができるほど多く

の方が来てくださいました。 

また、最終日には召し上がった方から「とっ

てもおいしかったです」とお礼のお手紙まで

いただきました。 

ボランティアの受け入れ先となっている高齢者福祉施設「グループホームみ

なみ阿蘇」の副ホーム長の松尾さんにインタビューしました。 

（インタビュー：2016年5月21日） 

Q. 地震の後の状況や、対応について教えてください。 

A. 当時は55人が入所していました。地震の後はまず、庭に椅子を出して避

難しましたが、寒くて車をかき集めて中に避難しました。それでも屋外で

は長くは持たず、比較的新しい平屋の建物と近くの福祉避難所に分かれて

避難しました。入居者の方2名の体調が悪化して緊急搬送されましたが、

今は戻って落ち着いています。 

私は東日本大震災の時に釜石（岩手県）で介護支援の経験があったので、

災害時にはボランティアが必要になると判断しました。長期戦に備え早急

にボランティア受け入れ体制を作って、介護福祉士や看護師のボランティ

アを優先的に回してもらい、被災した職員を休ませました。 

Q.  ボラセンには、どのようなボランティアを依頼しましたか? 

A. 入居者の方を、避難所から徐々に施設の元の部屋に戻す際、多くのボラン

ティアさんに助けてもらいました。軽トラを持っている方などに引っ越しを手伝ってもらったり、

（もともと職員用の託児施設があったので）営業停止した保育園の代わりに子どもを預かるサービス

をしたので、保育のボランティアさんに手伝ってもらったり…。ボランティアさんがいなかったらこ

の施設は回っていなかった。自身も被災した職員を酷使して、プラスαの仕事をさせていたら続けら

れない状態だったと思います。初期にボランティアを集めることができて本当に良かったです。 

ホーム長と松尾さん（右） 

ボランティアを受け入れた高齢者福祉施設 

災害の復興において、ボランティアの存在はとても重要です。しかし、多様なニーズに合わせ、ボラン

ティアの方々に効率的かつ効果的に活動してもらうためには、活動前の準備や、情報収集・発信、ボラ

ンティアおよび被災者、関係各所とのコミュニケーション、それにともなう細かな調整やボランティア

センター内での情報共有など、縁の下での地道な作業が必要です。 

グッドネーバーズ・ジャパンは、東日本大震災の経験も活かしながら、熊本県をはじめとする被災地の

ために活動するボランティアの皆様が力を発揮し、被災された方が1日も早く日常生活を取り戻せるよう

後方支援をしてまいります。 

入居者の方の引っ越し作業をする 

ボランティア 

雨の中、食べに来てくれました 

一番人気はキムチ味 
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ネパール地震 被災した中学校を再建 

海外事業 

対象：ハルハレ中学校（Halhale Lower Secondary School） 

   ダウラギリ県パルバト郡Kyang自治区  

期間：2016年2月～2017年12月 

多くの家屋が倒壊、8,983名が亡くなりました 

(Ref: Ministry of Home Affairs) 

耐震設計の鉄筋コンクリートの校舎を 

そこでグッドネーバーズ・ジャパンは、2016年2月より校舎の再建

事業を開始しました。このプロジェクトには、学校・PTAはもちろ

ん、郡の教育委員会や村の開発委員会など地域の組織を巻き込み、

校舎の引き渡し後も地域住民で管理できるようにします。 

地元政府との合意書締結ができ次第着工し、2017年12月の引き渡し

を目指して事業を進めています。 

※本事業は赤い羽根共同募金の助成を受けています 

竹と防水シートの仮設教室 

グッドネーバーズ・ジャパンは、2015年4月25日にネパールで発生した地震の復興支援として、被災した

中学校の再建事業を開始しました。 

死者数8,983名、倒壊家屋602,593棟という甚大な被害をもたらしたこの地震において、グッドネーバー

ズ・ジャパンは『公共水道の修理事業』や『仮設トイレ設置事業』を行い、被災者の生命線ともなる水

や、衛生環境の改善を支援してきましたが、その過程で多くの子ども達が、学ぶ環境としては不十分な仮

設教室で勉強していたり校舎の倒壊によって学校に通えなくなっている状況を目の当たりにしました。 

92人の生徒が通うハルハレ中学校もそのひとつです。地震により2教室が全壊、残りの2教室は半壊し、学

べる環境ではなくなりましたが、学校の運営委員会・PTA・保護者達が奔走し、何とか竹とブルーシート

で仮設教室を作りました。しかし、トイレは男女で分かれてはおらず、子ども達は雨の日も風の日も猛暑

の日もブルーシートの下で勉強しなければなりません。隣のクラスの声も聞こえてきますし、雨の日はブ

ルーシートにたたきつける雨音で先生の声もほとんど聞こえません。教師も生徒も授業に集中できない

日々が続き、生徒の出席率も減ってしまいました。 

被災したハルハレ中学校 

カトマンズ 

パルバト郡 

震源地 
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南米エクアドルで4月16日午後6時58分(日本時間17日午前8時58分)にマ

グニチュード(M)7.8の地震が発生し、650人以上が亡くなりました。
(OCHA:国連人道問題調整事務所） 

グッドネーバーズ・インターナショナルは、最も大きな被害を受けたマ

ナビ(Manabi)県を中心に、20万ドル規模の緊急救援を行い、グッドネー

バーズ・ジャパンも独自に緊急支援を行いました。 

物資配布の様子 

家屋の修理用資材の配布（グッドネーバーズ・ジャパン） 

調査によると、北部のペデルナレスでは家屋の6割が全半壊、州都のポルト

ビエホでは35%が全半壊と、家屋の被害が目立ったということでした。

グッドネーバーズ・インターナショナルが実施した食料などの緊急支援物

資配布の際にも、被災者から「家を修理して避難所を出たいので、家屋修

理の資材が欲しい」という声が多く聞かれました。 

そこでグッドネーバーズ・ジャパンは、5月23日から29日までマナビ県の

214世帯に住居を補修するための資材（セメント・トタン板・鉄筋・ドア・

便器・シンク・窓 等）を提供し、被災者の方が一刻も早く雨風をしのげる

元の家で暮らせるように支援しました。(当初150世帯の予定でしたが、資

材業者の協力により、より多くの資材を予算内で調達することができまし

た。) 

家屋の修理に必要な資材は、それぞれの家の被害状況や大きさによって異

なります。今回は、現地協力団体であるカリタス・エクアドルの協力のも

と、214世帯すべてに戸別の調査を行い、必要な資材と数量を確認したうえ

で配布を行いました。 

後日、資材配布した住居にモニタリングに行ったところ、住民達は配布さ

れた資材や、自宅の瓦礫から回収した資材を用い、親戚や近隣住民と協力

しながら作業に取り掛かっていました。元々自らの手で建てた家なので修

理も手馴れていて、二日もあれば屋根と壁の修理が終わってしまうそうで

す。当時はまだ余震が続いていたため、あえて壁を上まで積まずに止めて

おき、余震が収まってから完成させるという世帯も見られました。 

配布したセメントで壁を修理 

資材を運ぶトラックのバナーに、
「隣人(Good Neighbors)として 

助け合おう」の文字 

エクアドル地震 家屋の修理用資材配布 

緊急支援物資の配布（グッドネーバーズ・インターナショナル） 

グッドネーバーズは、20日と26日の二回にわたって、被災地へ向け緊急救

援チームを派遣しました。 

緊急救援チームは現地でエクアドル政府、国連人道問題調整事務所

(UNOCHA)、韓国国際協力団(KOICA)などと連携し、被災状況や被災者の人

数、必要物品等を調査し、約1,200世帯を対象に食糧、衛生用品、マットレ

ス等の緊急支援物資を配布しました。 

倒壊した家屋 

※本事業はジャパン・プラットフォームの助成を受け実施されました 

屋根に使うトタン板を数える 

マナビ県 

震源地 
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支援事例のご紹介 

しかし、2015年にグッドネーバーズ・カンボジアが貧困家庭に浄水器を配布してくれた時、私たち家族

も浄水器をいただきました。それ以来、子ども達は浄水器からすぐにきれいな飲料水を飲むことができ

るようになって、健康状態も良くなりました。私自身、子ども達の看病が減り、仕事に集中できるよう

になったのは予想以上の出来事でした。さらに水を沸かさなくてもよくなったので、燃料の木を買うお

金も節約することができました。健康は生活の要。地域の皆にこの浄水器を使ってほしいです。 

浄水器で家族が健康に（カンボジア） 

ジョブスー君(左） 

こんにちは。私の名前はスイと申します。この家族

の母親です。夫と私は地元で木炭を売って生活して

います。 

 

我が家では以前、子ども達の健康状態が良くなく

て、下痢などしょっちゅう具合が悪くなっていまし

た。不衛生な飲み水が原因のようだったので、飲み

水は一度沸かしてから与えていました。しかし、暑

い日など毎回沸かして飲むのは子ども達には難しい

もので、たまに、子ども達は我慢できなくて池から

直接飲んでしまうこともありました。 

昨年、英語のワンヤマ先生は『子ども権利クラブ』を作りました。メンバーは男女10人ずつの20人で、

子どもの権利について勉強し、舞台や人形劇で子どもの権利を守ることを訴えるのです。 

私は大抵主役を演じました。週に2回の練習はとても楽しいです。私達は学校や、近所の学校で劇を発

表しました。観た子達はいつも感心してくれて、後で内容が理解できたか聞くと、よく分かったと言っ

てくれました。この１年間で少なくとも６つの学校、2,250人に対して劇を見せました。 

 

学校を訪問してくれる人がいたら、いつも劇ができるように準備しています。来てくれた人が楽しい時

を過ごし、私達の学校をいつまでも覚えていてくれたらいいな。 

劇を通して英語もとても上手になりました。友達も、「劇は大好き。やめたくない。」と言っていま

す。これからもたくさん学んで、更に子どもの権利について深い知識を友達に伝えていきたいです。 

演じて伝える子どもの権利（ケニア） 

私はファニス、11歳の7年生です。両親は離婚してい

て、ナイロビのダンドラという地域でお母さんと弟

と住んでいます。 

 

私はジラニ教育センター（グッドネーバーズが運営

する初等教育施設）に通っていて、４年生の時、演

劇を始めました。英語の授業で劇をするときはいつ

も、重要な役を任せてもらえました。大好きな演劇

を通じて友達もたくさんできました。 
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今回、グッドネーバーズの広報大使だった俳優、パク・ヨンハさんのご遺族が

運営される『パク・ヨンハOne love慈善事業会』様とグッドネーバーズが立ち

上げた当キャンペーンの目標額は600万ウォン(約57万円)でした。結果は、今回

のみの寄付が535,293円、定期サポーター参加者39名（海外参加者含む）で、国

内の参加者は94名でした。グッドネーバーズ・ジャパンは日本国内からのご寄

付の窓口となり、一定の条件を満たした方には写真パネルや写真集といった特

典を差し上げました。 

このキャンペーンを通していただいたご寄付は、ヨナスクールを卒業した子ども達が通う中学・高校に

おける奨学生の学費や生活費、学校施設整備などに大切に使わせていただきます。期間中、ご支援いた

だきました多くの皆様に改めてお礼を申し上げます。 

STAND US キャンペーンご報告 

昨年、ヨナスクールの功績がチャド政府に認められ、グッドネーバーズはチャ

ドで中等学校（日本の中学・高校に相当）の運営もできるようになりました。

これに伴い、ヨナスクールの一部を改修し中等教育を行う教室を作りました

が、その後新校舎が完成し、さらに多くの子ども達が学び続けることができる

ようになりました。 

これまでは、成績がよく、比較的余裕のある家庭の子どもだけは（遠く学費も

かかる）中等教育に進むことができましたが、そうでない子どもは小学校が最

終学歴となってしまう状況でした。 

より良い仕事に就いたり、自らの環境を変えて生き抜く知恵を身に着けるには小学校だけでは不十分であ

り、この中等学校が多くの子ども達の未来を拓くものになることは間違いありません。 

しかし、校舎という「箱」だけができても、すべての子ども達が進学できるわけではありません。例えば

この地域では、女の子は13-14歳で結婚するものという考えが強く根付いており、女子の教育を妨げ、自立

を阻害する要因になっています。グッドネーバーズは、サポーターの皆様のご支援のもと、校舎の建設や

教員の養成と同時に、このような女子教育の重要性をうったえる啓発や早婚の防止など、子どもの権利を

守るための活動にも力を入れて活動しています。 

３月8日～31日、グッドネーバーズ・インターナショナルが運営する寄付サイト『STAND US』※におい

て、チャドのヨナスクールに関連したキャンペーン『ヨナと一緒にチャド奨学事業』を実施しました。 

※『STAND US』：韓国のセレブリティ等と連携し、「寄付」を楽しくすることで国際協力への関心を高め、効果的な支援を届

けることを目的にした寄付サイト 

中等学校に通う、数少ない女子生徒のジャンヌさん 

ジャンヌさんは、ヨナスクール第１期卒業生の中で、唯一の女子生徒です。彼女

が暮らすファシャアテレ地域では女性が教育を受けることへの理解があまり進ん

でいません。しかし、彼女の両親は、長女である彼女がヨナスクールでフランス

語を駆使し、難しい数学の問題を解く姿をみて、教育の大切さを実感しました。 

ジャンヌさんは「村の同じ年の女の子ほとんどが結婚して子どもを生んで、家事

をしてるけど、私は両親のおかげで勉強を続けながら夢を育てています。この幸

運に感謝しています。」と話してくれました。現在は、政治家になりたいという

夢を叶えるために中等学校で一生懸命に勉強しています。 

ヨナスクールの中等教育校舎が完成 

新校舎にWE LOVE YONAの文字 

※名称：Yona Secondary school 
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その中から選ばれた10の受賞作品をご紹介します。選考は、大田区区民活動センター職員の6名の皆様、

俳人の久野孝子様(ボランティア)、グッドネーバーズ・ジャパンスタッフ2名により行い、受賞者の皆様

には、防災用懐中電灯やグッドネーバーズオリジナルグッズなどが贈られました。 

【審査員コメント】この句の応募は、熊本の地震の前でした。奥様は東北の震災ボランティアに行か

れたのでしょうか。「被災者のために何かしたい」という、強い意志が感じられる作品です。つけま

つげという華やかなアイテムと瓦礫の対比も効果的で、タオルを首に巻いて瓦礫を運ぶ女性の姿が目

に浮かびます。 

ボランティア川柳 入賞作品のご紹介 

3月15日～4月30日に、TONARI春号やウェブサイト等で募集した、『第一回ボラン

ティア川柳』には、249名の方から523句の予想を超える力作が集まりました。 

ボランティアのやりがいや楽しさを広めるためということで、ボランティアを題材

にした川柳を募集しましたが、ボランティアをする側、される側など、様々な視点

からの句が集まり様々な発見がありました。題材となるボランティアも、傾聴ボラ

ンティア、震災の復興ボランティア、電車で席を譲る、募金する…など、多様な形

のボランティアがあり、日常生活の一部としてボランティアが皆さんの暮らしに浸

透していると感じられました。 

大賞 

つけまつげ とってガレキに 挑む嫁 

神奈川県 中年やまめ さん 

優秀賞 

人々の 笑顔の工場 ボランティア 

東京都 匿名希望 さん 

優秀賞 

「ありがとう」「こちらのほうこそ」

ありがとう 
島根県 角森 さん 

【審査員コメント】 中学生の作品です。1人1人が

真心をもって人々の為に動くことで笑顔が生まれ

るという明るく温かい句です。「笑顔の工場」と

自分の言葉を探したところがポイントです。 

【審査員コメント】 ボランティアをしたら感謝さ

れたが、自分の方が感謝の気持ちでいっぱいに

なった。同様の意味の句も多数あったのですが、

会話風の表現で人情が感じられる作品です。 

審査員賞 

雪かきの 善意がつなぐ 通り路 

東京都 ぼらん てぃあき さん 

グローバル賞 

聞きたいな 色んな国の ありがとう 

愛知県 さごじょう さん 

【審査員コメント】 情景の美しい、俳句としても

通用する作品です。ボランティアさんが作った道

がきらきら光って雪深い地域の高齢者の生活を見

守っているようです。 

【審査員コメント】 ボランティアの対象を海外ま

で向けてくださって「ありがとう」ございます。

ボランティアの輪がもっと世界に広がるといいで

すね。 
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実施概要 ※詳細は9月14日公開予定のキャンペーンサイトをご覧ください 

参加申込：2016年9月14日(水）～12月2日（金） 

作品応募締切：2016年12月16日（金）※必着 

結果発表：2017年1月下旬予定  

表彰式 ：2017年2月25日（土）予定  
     於）ベネッセコーポレーション多摩オフィス 

インパクト賞 

「偽善でしょ?」  

そういうあなたは 何やるの? 

入賞 

デザートを 一品減らして 募金する 

大分県 かんまま さん 

【審査員コメント】 なかなか手厳しい一句ですね! 

ボ ラ ン テ ィ ア を し て い て、周 り か ら「偽 善 で

しょ?」などと言われたら、このように5・7・5調

で返してみれば角が立たないかもしれません。 

【審査員コメント】 具体的な行動を出したのがイ

メージしやすくて良いです。減らしての「て」が

ない方が、もっとリズムが良いかもしれません。

何かを減らしても、得るものがあるんですよね。 

愛知県 晴れ空 さん 

入賞 

まだ出来る 元気に感謝 ボランテア 

千葉県 だん さん 

【審査員コメント】 ご高齢の方の句でしょうか。

「ボランテア」と小さい「ィ」がないのがさらに

想像をかきたてられます。いつまでも元気にボラ

ンティアを続けてほしいです。 

入賞 

人のため 巡り巡って 我のため 

福岡県 ナフタリン さん 

【審査員コメント】 「ボランティアは相手だけで

はなく自分のためにもなる」という意味の句も多

くの応募があり、それだけ多くの人が実感してい

ることなのだと思います。この句は、その中でも

言葉の選び方にリズムの良さが感じられました。 

入賞 

ボランティア 思い立ったが 

やりどきよ 

【審査員コメント】 ボランティアは勢いも大事! 

江戸っ子風（香川の方ですが）の口調が気持ちの

良い作品です。まずはやってみること、ですね。 

香川県 常平 さん 

【選考協力：大田区区民活動センターより】  

 

「ボランティアは誰もができるもの。そしてそれ

は対象の人、ことに少しでも役立つことです。場

合によってはそのことで対象は、人生を社会を変

えることもあります。 ひいては自分自身の人生を

環境を、変えることにもなります。プライスレス

のこの人の行い、広げていきたいものです。」 

第四回 ちびっこおえかきコンテスト 

第三回コンテストの最優秀作品 

未来を担う子ども達が世界にふれるきっかけを作ることを目的に、発展途上国の問題について映像教材を

見て絵を描くことで、親子で国際理解を深め、楽しく学べる『親子でチャレンジ国際理解！ちびっこおえ

かきコンテスト』。今年も下記日程において、ベネッセこども基金と共催します。 

幼稚園・保育園の園関係者様へ 

当コンテストは幼稚園、保育園の先生方にお申し込み、参加キットの配布、作品の回収をお願いしており

ます。お忙しい時期ではありますが、多くの保育園、幼稚園のご参加をお待ちしております。 
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グッドギフトで届く、支援という名のギフト 

グッドギフトとは？・・・・ 

だれかにギフトを贈るとき、相手の笑顔を

想 像 し た り、「喜 ん で く れ る か な」と

ち ょ っ と ド キ ド キ し た り し ま す よ ね。

『グッドギフト』はあなたの選んだギフト

が、グッドネーバーズを通じて途上国の人

たちに届けられる、ギフトカタログです。 

たとえば、『浄水器(2,290円)』をおひとつ

お選びいただくと、カンボジアのグッド

ネーバーズの活動地域で、安全な水を必要

としている一家族に浄水器が届きます。 

 GIFT   MENU 

◆栄養たっぷり! 給食1カ月分    1,650円 
エチオピアの子ども1人に1カ月分の給食を提供 

◆女の子に自由を！生理用ナプキン  3,000円 
ケニアの女の子20人にナプキン一カ月分を提供 

◆たくさん学ぼう！学用品セット   5,950円 
スラム街の子ども達26人に学用品が贈られます 

◆女性に教育を！識字教室      7,230円 
バングラデシュの女性一人が半年の識字教室に通えます 

                ・・・etc.                  

グッドギフトの流れとお申し込み方法 

①ウェブサイトにアクセス 

 

②送りたいギフトと個数を選び、カートに入れます。 
 ※お支払いはクレジットカードのみとなります 

③アカウントを作成、すでにアカウントをお持ちの方はログインします 

④ギフトの代金が寄付金として、当該国でそのギフトに関連したプロジェクトに使用されます 

⑤今年度分のすべてのギフトの活動報告を、次年度の3月以降にEメールにてお届けします 

※グッドギフトによるご寄付は、寄付金控除の対象となり、税制上の優遇を受けられます 

どんなギフトがあるの? 2015年の成果(例) ご支援総額：260,493 円 

昨年はグッドギフトにより、エチオピアの43人

の子ども達に一か月分の給食を提供することが

できました。体を壊し物乞いで暮らすある母親

は、自分の子どもが幼稚園で給食を食べ、教育

を受けているところを見て何時間も泣き続けた

そうです。 

教育や栄養の提供は、子ども自身だけでなく、

子どもの幸せを心から願うその家族をも支えて

います。 

グッドギフト 

グッドネーバーズ・ジャパンが取り扱うギフトは給食や学用品、健康診断など、どれも生活に欠かせない

ものばかり。あなたの想いで、きっとだれかが笑顔になる。グッドギフトにご参加ください。 
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受付品目と参加方法 詳細は当団体のウェブサイトをご確認ください。 

お家に眠るお宝で支援『お宝エイド』 

グッドネーバーズ・ジャパンは、9月より『お宝エイド』を通じた物品寄付の受付を開始しました。お宝

エイドは、切手や未使用はがき、不要になった貴金属、絵画など、家に眠っている「お宝」を送料無料で

NPOに寄付できる仕組みです。 

ご自宅に下記のようなお品物は眠っていませんか? 『お宝エイド』に送るだけで、その換金額に10％※を

上乗せした額が、グッドネーバーズ・ジャパンに寄付され、アジア・アフリカの子ども達の支援活動に役

立てられます。 ※査定額に『お宝エイド』が協力お礼金として10％を上乗せします（一部商品を除く） 

※送付先はグッドネーバー

ズ・ジャパンではありません 

お宝エイドに関するお問合せ  

【お宝エイド受付センター】 TEL：03-5719-6665 〒153-0063 東京都目黒区目黒3-8-10 
「お宝エイド」はTMコミュニケーションサービス株式会社の登録商標であり、ビジネスモデルは実用新案届済み事案です。 
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☎住所変更のご連絡をお願いします！ 

ご住所やメールアドレスを変更されたサポーター様は、お手数ですが、

グッドネーバーズ・ジャパン事務局までお電話、またはメール(左記参

照)にてご連絡ください。 

お問合わせ・資料請求 
 

0120-916-010（平日10時～18時） 
 

 [Email] sup@gnjp.org 

こんにちは。広報の飯島です。今回のTONARIはいつもより４ページ増えて12ページと編集のやり

がいがありました！ページ数が増えても、前回から期間が開いてしまったので、書きたいネタは充

分にあり、あれもこれも載せたいけどページ数が足りないという状態…。年次報告書や会報誌に掲

載されているニュースは、基本的に各活動国のレポートから抜粋して翻訳して作るのですが、限られた紙面では

紹介しきれない事例や活動がたくさんあります。そういったものは、なるべくWEBやフェイスブック等で発信し

ていきたいと思いますので、そちらも是非、ご覧ください！ 

編集 
後記 

夏休み！学生ボランティアさんが大活躍 

学生の皆さん、今年の夏休みはどのように過ごしましたか? ま

た、「元」学生の皆さんは当時、どのように過ごされていました

か?海・山・旅行…の他に、『ボランティア』をした方はいらっ

しゃいますでしょうか？ 

東京都大田区にあるグッドネーバーズ・ジャパンの事務所には、夏

休みの間、９名の中高生が、ボランティアとして仕事のお手伝いを

してくれました。 

仕事内容は、物品寄付でいただいた切手の仕分けをしたり、紙の情

報をデータ化したりと、地道で時間のかかる作業ですが、年の近い

若者同士、和気あいあいと作業してくれました。少人数で事務所を

運営しなければならない私達非営利団体にとって、このようなボラ

ンティアさんは本当に貴重な存在です。 

今回の夏休みボランティアさん達は、大田区社会福祉協議会が発行

している広報紙を見て参加してくれました。貴重な夏休みの数日

を、グッドネーバーズ・ジャパンのために使ってくれた皆さん、本

当にありがとうございました！（来年もよろしくお願いします！） 

会報誌TONARI夏秋合併号をご覧の皆様へ 

いつも継続的なご支援誠にありがとうございます。この度は担当者急病のため、6～7月発行予定の

TONARI夏号、2015年度年次報告書及び子どもの成長記録（子どもサポーターの方のみ）の発送が遅

れ、大変申し訳ございませんでした。 

今回、会報誌TONARIにつきましては、夏秋合併号としてページ数を増やして作成させていただきまし

た。今後も、各国の子ども達の様子やグッドネーバーズの活動の報告をお届けしてまいりますので、楽

しみにお待ちください。 

年次報告書・TONARI等発行遅延のお詫び 

ボランティアさんより 

子ども達のかわいい絵を見ながら

仕事ができてとても楽しかった。

機会があればまたやりたい。 

パソコンをよく知ることができた

のですごくためになった。世界の

めぐまれない子ども達に少しでも

貢献できたかなと思った。 


